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　E．hの 胚 の 成長過 程 で胎殻 の 形成 に 関

与して い る細胞内の Ca2
’

の動態に つ い て
，

マ イ ク ロ ウ ェ
ーブ照射（MWI ）固定法 ， シ ュ

ウ酸
一

ア ン チモ ン（Sb）酸二 段置換 法及 び

EDX に よ るCaMの 検出法 に よ り， 外套膜

細胞 間隙や微絨毛 下 の 大 ・小 空胞 中 に局

在 し，外套膜上皮細 胞 とク チ ク ラ層 と の

間に石灰化が起こ る事を観察 ， 報告 した．

今回 ， 我々 は殻 の発 生 ， 特に 石灰 化 の 機

構 とその 関 連酵素活性 を検討 す る ため ，

酵素 ・免疫組織化 学法的 に検討 した．

方法 ：Ca−ATPase活性は 安藤 らの Pb法 で ，

Carbonic　anhydrase （CAH 合se）活性はCo法や
，

抗CAHase 抗体 を用 い た免 疫反応 で検出 を

試み ， 胎殻 形成過程 の どの 部 位 に 活性 反

応が局在す るか を観察 した ．

結果 ：両酵素共に ， その 活性 は胎殻を形

成する外套膜上 皮細胞表面の 微絨毛
，

細

胞 間膜 ，
Ca2

＋

の 運搬 に 関連 して い る 大 ・小

の 空胞壁 に 観察 さ れ た． また ，免疫法 に

よ る所見 も それ に類似 し た．更 に， カ ル

モ ジ ュ リ ン の局在 に も注 目 して検討 を 進

め て い る ．

　私達は 、 細胞内物質の 特異的染色に 基づ く

デ ジタ ル 細胞画像 に対 し 、 テ ク ス チ ャ 解析

く濃度共起行列や ラ ン レ ン グス 行列など）を

行 V丶
一

つ ひ とつ の 細胞に つ い て細胞内物質

の 分布パ ターン の 数値化 を試み て い る 。 この

場合 、 1）対象が不 規則 な形状を示 す細胞で

ある、 2 ）細胞 間で 物質量が異 なる、とい う

組織細胞化 学分野で の テ ク ス チ ャ解析の 特殊

性を考慮 しなければならない
。 今回、こ の 特

殊性が、テ ク ス チ ャ 解析か ら抽出 され た特徴

量に ど の よ うに影響するか を検討した 。 円形

か ら紡錘形 の 形状で 、格子状ある い は水玉 模

様の テ ク ス チ ャ を持つ 細胞 モ デ ル を作製 し、

さらにそれ らの 像の 回転や画素値の 変換 を行

い
、 テ ク ス チ ャ解析 を行 っ た 。 そ の 結果、

1 ） テクス チャ の特徴量は 、 細胞 モ デ ル 以外

の 背景や細胞 モ デル と背景 との 境界の 部分の

影響を受ける場合が ある、 2 ）細胞 モ デル の

格子や水玉 模様 の 変化 が 、 特徴量 の 変化 と 1

対 1 の 関係にな らない 場合がある、こ とが示

された
。 以 上 よ り 、 組織細胞化 学分野で テ ク

ス チ ャ解析 を行 う場合、求めた 特徴量あるい

はその 組合せ が、目的 とす るテ ク ス チ ャ の 性

格を表現 し て い る こ とを確認 した後 、 そ の 評

価を行 う必 要が あると考え られ た。
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